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 監 査 公 表       
 

静岡市監査公表第２号 

 地方自治法第252条の38第６項の規定により、監査結果に基づき措置を講じた旨の通知が

あったので、これを公表する。 

  平成17年５月30日 

静岡市監査委員 亀 山 博 史      

同       大 畑 武 重      

同       村 越 作 一      

同       石 上 顕太郎      

記 

指 摘 事 項 等 

 平成17年３月16日（包括外部監査） 

措 置 の 状 況 

 平成17年３月30日～４月28日 報告 

１．現金及び預金の管理 

（ア）ピンク電話の現金回収方法 

   西ヶ谷収集センターにおける

ピンク電話からの現金の取出し

を１人で行っているため、金額の

正確性に疑問が生じる事となっ

ている。金額が少ないためそうし

ているのであろうが、現金は盗

難、紛失等の危険性も高い。した

がって、現金の取出しは複数の担

当者で行ったうえで金額を確認

し、終了後当該担当者の確認のサ

インを付しておく等の処置をと 

 

［環境部 収集業務課］ 

  指摘された現金の取出し及び金

額の確認については、西ヶ谷収集セ

ンター事務室職員２人で対応する

ように改めました。 
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   ることが望まれる。 

 

２．ごみ処理手数料徴収事務に関する

管理 

  清水斎場における犬猫等死体取

扱手数料の徴収事務について下記

の不適切な事項があった。（下記事

項は、全てを調べたわけではなく約

140日分（約800枚）の領収書（控）

を調べた結果である。） 

 

（ア）歳入調定金額(収入金額)の誤り 

   平成15年６月23日の収入は領

収書（控）に基づけば6,300円で

あるはずのところ、誤って5,250

円と報告され歳入調定されてい

た。 

（イ）領収書（控）の枚数管理 

   領収書（控）が紛失していると

想定されるもの（紛失していると

正しい金額が確認できない）は、

次のとおりである。 

   平成15年６月12日の売上報告

は29,400円であったが、領収書

（控）は28,350円分しかなかっ

た。 

   このような事が生じ、見過ごさ

れているのは、領収書の連番管理

が適正に行われていないことも

一因かと思われる。後述する在庫

管理と同様に、領収書に事前に連 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘された事項の原因は、平成15

年６月12日のごみ処理手数料徴収

事務において、１匹分の納入通知書

の発行を忘れ、同年６月23日におい

てその処理をした。しかし、処理日

を６月23日と錯誤してしまったた

めである。 

  以上のことから、今後は、納入通

知書受払簿を作成し、納入通知書の

在庫管理を徹底するとともに、納入

通知書金額と歳入調定金額の突合

を日々確実に行うよう改めました。 
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  番を付し、使用・点検に当たり、

欠番の有無に注意するようにす

べきである。また、書き損じた領

収書についても適切に保管する

こととなる。 

   なお領収書には連番は付され

ていた。しかし、紛失が生じたと

思われるのに欠番は生じていな

い。これは連番を事前に付してい

ないからと思われる。 

   現在、払い出し枚数と残数との

確認を毎月末行っている。 

 

 

（ウ）領収書の不備 

   下記のとおり領収書（控）に欠

点のあるものがあった。チェック

を厳しくするなどして、改める必

要がある。 

  ・金額不記載７件 

  ・収入印漏れ４件 

 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘された事項については、複数

の職員が内容を確認し、金額不記載

等が発生しないよう日々チェック

を厳しくするよう改めました。 

 

（エ）領収書用紙の在庫管理 

   領収書用紙の在庫管理がなさ

れていなかったため、全ての徴収

額が漏れなく歳入調定されたか

どうか確かめられない。つまり領

収書（控）を紛失したために歳入

調定されなかったものがあった

としても調べられないのである。 

   なお、平成16年９月分から実施 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘された事項については、納入

通知書受払簿を作成し、残数管理を

徹底し、納入通知書の管理をするよ

う改めました。 
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  するように改められている。 

 

３．薬品の管理 

 

（ア）ラベルの添付漏れ 

   沼上清掃工場の検査室を往査

した際、指定ラベルが添付された

保管庫において毒物及び劇物が

保管されていたが、一部の劇物に

ついて「医薬用外劇物」のラベル

を添付されていない場所に保管

されていた。また、塩化エチル水

銀と塩化メチル水銀が同一の袋

内で保管されていた。危険物等管

理標準手順書（静岡市環境マネジ

メントシステム文書）に規定する

ように毒物及び劇物を保管する

場所には漏れなく指定ラベルを

添付することが必要であろう。さ

らに、危険物等管理標準手順書に

準拠して薬品の保管がなされて

いるか、薬品の管理者は定期的に

確認をすることが望ましい。 

 

４．有形固定資産の管理 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘事項に記載のとおり、保管場

所へラベルを貼付し、全ての毒物及

び劇物をラベル表示された保管庫

に収納するよう改めました。 

  また、薬品の定期的な確認につい

ては、危険物管理点検表により確実

に行うよう努めます。 

（ア）土地の境界管理 

   静岡市財産管理規則第13条第

１項において、「財産管理者は、

土地を取得し、又は処分しようと

するときは、隣接地との境界を確

定しなければならない」とされ、 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  再度現地調査したところ、境界標

が設置されていることを確認でき、

図面に設置場所を明記しました。 
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  第２項において「財産管理者は、

前項の規定により境界の確定が

なされたときは、境界標を設置し

なければならない」とされてい

る。しかし西ヶ谷清掃工場の敷地

の一角について民有地との境界

を示す境界標が見あたらなかっ

た。 

   これについては現在、所管課で

調査中である。境界標が発見され

た場合には、図面に設置場所を明

確に記しておく事が望ましい。 

 

 

（イ）公有財産台帳の整備不備 

   静岡市財産管理規則第48条に

おいて、「公有財産台帳に記載す

べき公有財産の台帳価額は、土地

については、近傍類似の土地の地

方税法第341条第10号又は第11号

に定める土地課税台帳又は土地

補充課税台帳に登録されている

価格を考慮して算定した金額、建

物及び工作物並びに船舶その他

の動産については、建築費又は製

造費によって定めなければなら

ない」とされている。 

   環境部の各課において、清水地

域に属する各施設の所管する土

地及び建物については、場所及び

面積について把握しているのみ 

［環境部 廃棄物政策課］ 

［環境部 収集業務課］ 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘事項に記載のとおり、平成16

年度事務所一元化後、土地及び建物

の台帳価額を登録処理しました。 
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  であり、台帳価額に相当する金額

の記載がなかった。しかし、その

後の調査により平成16年度には

平成16年３月31日現在の土地及

び建物の台帳価額が記載されて

いる。 

 

 

（ウ）備品票の貼付不備 

   備品については、備品票を貼り

付けて整理しなければならない、

とされている(静岡市物品管理規

則第31条第２項)。 

   備品台帳に記載されている備

品のうち、いくつかのサンプルを

抽出して現物を確認したところ、

現物は存在するものの備品票の

貼付のないものがあった。 

   当初からの貼付漏れによるも

のか、年月の経過により備品票が

はがれてしまったことによるも

のであるかは不明であるが、いず

れにしても実地たな卸を行う際

の現物照合を確実に実施し、現物

と帳簿記録との整合性を保持す

るためには、備品票貼付の徹底が

望まれる。 

 

（エ）簿外資産 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘された備品については、備品

票を貼付しました。 

 

  ａ．建物及び工作物 

    現場視察の際、建物台帳及び 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘された建物及び機械装置に 
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   工作物台帳に記載のない固定

資産が発見された。 

    これらは、西ヶ谷清掃工場に

おいてバグフィルターを建築

した際、これに関する建物及び

機械装置の公有財産台帳への

記載が失念されていたもので

ある。 

    なお、指摘に基づき現在修正

中である。 

 ついては登録漏れであったため、公

有財産台帳に記載しました。 

  ｂ．備品 

    現場視察により、備品登録す

べきと考えられるもので、備品

台帳に記載されていない備品

が発見された。 

    これらの備品としての金額

は、決して重要性が低いものと

は言えない。 

    また、これらはあくまでも現

場視察の際に発見されたもの

のみであり、これら以外にも簿

外の備品が存在することも考

えられる。備品管理を徹底する

ことが望まれる。 

 

［環境部 収集業務課］ 

  指摘されたこれらの備品うち、

メーカー名の記載誤りのものは訂

正し、その他は登録漏れであったた

め、備品台帳に登録処理するととも

に備品票を貼付しました。 

 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘されたこれらの備品のうち、

廃棄処理をしたものについては、現

品を廃棄処理しました。また、登録

漏れであったものは、備品台帳に登

録処理するとともに備品票を貼付

しました。 

 

（オ）現物が保管場所と一致しないもの 

   現場での実査時、備品台帳に記

載があるものの、現物が発見でき

なかった。 

［環境部 収集業務課］ 

  指摘されたこれらの備品のうち、

メーカー名の記載誤りのものは訂

正し、その他は削除漏れであったた

め、廃棄処理しました。 
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［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘されたこれらの備品のうち、

備品台帳が削除漏れのものについ

ては廃棄処理をし、その他は本来の

保管場所に戻しました。 

 

（カ）廃棄等何らかの処理が必要なもの 

   備品台帳に記載がないが、現場

に置かれているものである。した

がって、簿外資産ともいえるもの

であるが、現在使用されておら

ず、また今後の使用見込みもほと

んどないものであり、備品登録を

抹消したものがそのまま放置さ

れたものである可能性が高い。 

   不用物品を保管しておくこと

は、管理の手間や保管スペース等

の点で事務の効率化を妨げるこ

ととなる。備品登録を抹消したも

のは速やかに廃棄処分する等、適

切な処置が望まれる。 

 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  指摘されたこれらの物品は、廃棄

処分しました。 

 

（キ）その他 

   静岡市物品管理規則第17条、旧

静岡市財務規則第186条によれ

ば、その主管の長は寄附(寄贈)

を受けた物品について、物品受入

通知書により収入役又は物品出

納員に通知するように定められ 

［環境部 収集業務課］ 

  指摘事項に記載のとおり、静岡市

物品管理規則第16条及び第17条の

規定による寄附物品の受入手続き

を行いました。 
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  ている。 

   しかしながら、西ヶ谷収集セン

ターにおいてノートパソコン２

台につきこの手続きがなされて

いなかった。 

   なお、依頼に基づき平成16年度

に正規の手続きが行われている。 

 

６．外部委託に関する管理 

 

（ア）清水清掃工場の消防用設備につ

いて 

   平成15年度において、清水清掃

工場において消防用設備は存在

したが、消防用設備の保守点検業

務が行われていなかった。消防法

第17条によれば「防火対象物で政

令で定めるものの関係者は、消防

用設備等について消火、避難その

他の消防の活動のために必要と

される性能を有するように、政令

で定める技術上の基準に従って、

設置し、及び維持しなければなら

ない。」と規定されている。 

   平成15年度は静岡地域と清水

地域とが合併し、課の再編が行わ

れた年度であり、平成14年度まで

は適法に消防用設備の保守点検

がなされていたのが、平成15年度

だけ抜けてしまった。自治体の運

営する施設として、より一層適正 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  平成16年度から適法に消防用設

備の保守点検を行うとともに、業務

引継書により事務執行のチェック

を行うとともに、確実な処理を行う

ようにしました。 
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  な維持管理に努める必要がある

と思われる。再発防止のために

は、事務執行のチェックを行なう

ことと、業務の引継ぎ等の確実な

処理が必要である。なお、清水地

域においては、職員の配置転換等

の場合明確な業務の引継書がな

かったが、平成16年度より静岡地

域と同様な業務の引継書が作成

されることとなった。また、平成

16年度は適法に同設備の保守点

検業務が行なわれている。 

 

11．人件費に関する管理 

 

（ア）日額特殊勤務手当の月額換算の

誤りについて 

   時間外勤務手当等の計算の正

確性を検討したところ、平成15

年度において「勤務１時間当たり

の給与額」を算出する際に用いる

日額特殊勤務手当の月額換算額

に誤りがあり、「清掃工場及び最

終処分場に勤務する者 清掃作

業に従事したとき」の月額とみな

す額を11,550円ではなく11,500

円で、「清水清掃工場及び清水最

終処分場に勤務する者 夜間勤

務者」の月額とみなす額を6,240

円でなく6,420円で計算してい

た。 

［総務部 人事課］ 

  平成15年度の誤支給者に対して

は、追給・返納を行いました。 

  平成16年度については、４月に

データの入れ替えを行っており、

データの総点検を行い、誤りのない

ことを確認しました。 

 （平成15年度誤支給者） 

  追給 24人 総額  2,832円 

  返納 26人 総額 17,171円 
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   日額特殊勤務手当の月額換算

額は年度当初に給与テーブルへ

の登録を行っているが、平成15

年度当初は旧静岡市と旧清水市

の合併直後であり繁忙であった

ことなどから、誤って入力してし

まったものであると考えられる。

これにより職員24名に対し総額

2,832円の追給処理を、職員26名

に対し総額17,171円の返納処理

をそれぞれ行っている。 

   なお平成16年度については、

「静岡市職員の給与に関する条

例施行規則第13条」に記載されて

いる月額換算額と、給与テーブル

に登録されている月額換算額と

を照合し、日額特殊勤務手当の月

額換算に誤りはないことを確認

している。 

 

（イ）照合することの出来なかった特

殊勤務実績簿について 

   平成15年４月から平成15年12

月までの清水環境事務所収集業

務課の特殊勤務実績簿はその所

在が判明せず、また平成15年度の

清水環境事務所廃棄物処理課清

水清掃工場では特殊勤務実績簿

は作成されていなかった。 

 

  ① 特殊勤務実績簿の不適正な ［環境部 収集業務課］ 
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   文書管理について 

    清水環境事務所収集業務課

の特殊勤務実績簿は平成14年

度以前分についても所在が判

明しておらず、旧静岡市と旧清

水市の合併時に文書を整理し

ており、その際に誤って処分し

てしまった可能性もあるとの

ことである。 

    公文書の保存期間について

は「静岡市公文書管理規則」の

別表で定められており、特殊勤

務実績簿は「金銭の支払いに関

する証拠書類」の区分に該当

し、保存期間は10年とされてい

る。 

    そのため特殊勤務実績簿が

処分されたとすると「その保存

期間中所定の文書庫において

適正に保存しなければならな

い」（静岡市公文書管理規程第

31条）ことが遵守されていな

かったことになる。 

    なお、平成16年１月以降の分

については、適正に文書管理を

行っているとのことであり、こ

れについてはサンプルで確認

をしている。 

  平成16年度事務所一元化後は、静

岡市規程第31条の規定による適正

な文書管理の徹底をはかっており

ます。また、今後についても同様に、

細心の注意を払い適正な文書管理

を励行します。 

 

  ② 特殊勤務実績簿の未作成に

ついて 

［環境部 廃棄物処理課］ 

  平成16年度事務所一元化後は、静 
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    清水清掃工場に勤務する職

員に支給される日額特殊勤務

手当の支給日数は出勤簿で確

認することができることから、

特殊勤務実績簿を作成してこ

なかったとのことである。 

    しかし、特殊勤務実績簿を作

成する趣旨が、所属長が特殊勤

務手当の支給を承認し、特殊勤

務手当の支給状況を管理する

ためのものであることを考え

ると、出勤簿上の管理をもって

特殊勤務実績簿を作成しない

ことは、不適切であると考え

る。 

    また、静岡市職員の特殊勤務

手当に関する規則第８条でも

「所属長は、職員の特殊勤務

（月額をもって定められてい

るものを除く。）について、別

記様式による特殊勤務実績簿

を作成しなければならない」と

されており、この規則が遵守さ

れていなかったことになる。 

    なお、特殊勤務実績簿の作成

については平成16年度に改善

を図っており、清水清掃工場に

おいても特殊勤務実績簿の作

成を行っている。 

 

 岡市職員の特殊勤務手当に関する

規則第８条の規定により特殊勤務

実績簿を作成し、適正な処理の徹底

を図っております。 
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14．不法投棄等の指導監督に関する管理  

（ア）指標達成に向けた取り組みにつ

いて 

   静岡市では不法投棄等の削減

のために山間地等廃棄物不法投

棄監視員制度の導入や廃棄物監

視機動班の活動を行っている。不

法投棄削減を目的とした事業を

実施する以上、事業の成果が着実

に現れてきているのかどうか事

業年度毎に評価を行い、改善する

べき点があれば改善を行ってい

くことが求められているはずで

あるが、現状では明確な目標とな

る評価指標自体が設定されてい

ない。そのため、当然目標となる

評価指標を達成できなかったな

らば原因を分析して改善するた

めの有効な対策を立てていく重

要なプロセスが実施されてない

といえる。 

   不法投棄件数が年々増加傾向

にある現状をみると、不法投棄件

数削減を目的とした指標を設定

することが必要であり、その指標

達成に向けた取組が求められて

いると考える。 

［環境部 産業廃棄物対策課］ 

  不法投棄は、一般廃棄物及び産業

廃棄物に分けられ、一般廃棄物につ

いては、個人の意識の向上により、

また、産業廃棄物については、処理

の広域化や不法投棄の悪質化・巧妙

化しており、排出事業者及び産業廃

棄物処理業者の取締りにより防止

に努めています。 

  現在処理している不法投棄案件

は、過去に投棄されていたものもあ

り、日常的に排出されるものではな

く、定量的に測定できる案件でない

ため、処理件数や処理量を指標とす

ることになじむものでないと考え

ています。 

  しかしながら、不法投棄等の不適

正処理は、生活環境悪化の原因とな

り、産業廃棄物処理に対する不信感

を増大させることから、今年３月に

策定した産業廃棄物処理対策基本

計画に基づき、広報紙や不法投棄禁

止看板等による啓発や排出事業者

への適正処理指導に取り組むとと

もに、監視活動や現場での即応体制

を強化し、未然防止に努めます。 

 


